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　昨年10月19日に「グレースバリ新宿本店」にて総会・交流会を開催しました。総会では平成30年度の事業・決算

の報告、令和元年度の事業・予算の提案を行い、全会一致で可決されました。下記役員名簿のとおり役員改選を行

い、今後の東京滝川会の運営体制が整ったところです。当日は会員、ご来賓合わせて約60名の参加があり、それぞ

れ故郷や思い出話に花を咲かせながら、大盛況のうちに会を終えることができました。

◆役員名簿◆　※令和2年2月末現在
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　　　　　　　　この度、東京滝川会の会長を拝命致しました。今年１月に逝去された前任の松本会長（現名誉　

　　　　　　　　会長）を始め歴代幹部の皆さん、会員の皆さんが積み上げてきた活動を一層充実し、更に会を大

　　　　　　　　きく発展させていけるよう、微力ながら尽くしたいと思います。

　私は、1954年に滝川に生まれ、高校までを滝川で過ごしました。今も滝川墓地に眠る父に手を合わせ、施設にい

る母を見舞うため、時々帰省しています。勉強部屋の窓を開けると、真っ赤な夕焼けに染まるピンネシリが見える。

金の稲穂が揺れ、その上を夕焼けよりも赤いトンボの大群が飛んでいく…。それが、私の故郷の原風景です。

　就職して東京での暮らしが長くなりましたが、ひと時も故郷のことを忘れたことがありません。故郷とは本当に

いいものです。苦しい事や、つらい事があっても、いつもこの原風景が私を励ましてくれます。

　人口や市民所得の増加、企業の発展など、市の成長を比較する数字は色々あると思いますが、住んでいる人々の

幸せそうな笑顔、故郷を離れなお慕い続ける同郷の人々の気持ちなど指数にならないものの中に、故郷の本当の価

値が隠れているのではないでしょうか。首都圏の中で、滝川にゆかりのある人は、ごく少数派かもしれませんが、

互いに故郷への思いを共にしながら、助け合い、励まし合って交流の輪を広げていきたいと思います。

　新型コロナウイルスでは北海道が緊急事態を宣言し、心を痛めております。これが一日も早く終息し、故郷に活

気が戻りますように、そしてその先も、滝川が私達の心の支えとなり、大きく発展を遂げますように、全国・全世

界にいる滝川応援団の、東京支部長として見守っていきたいと思います。　　　　　　　　　

会長　加藤　晃章
（MUTOHホールディングス（株）取締役、多摩市国際交流センター 理事長）



≪新会員のご紹介≫

令和元年9月以降にご入会いただいた会員の皆様をご紹介し

ます。　※会員数　182名（令和2年2月末時点）

伊藤　秀様　　　岩本　勝宏様　　加治木　敦様　　　

加賀谷孝一様　　堀越　範子様　　髙橋　竹徳様　

≪新規会員募集中！≫

東京滝川会では新規会員を募集しています！皆

様のお知り合いで滝川出身者、滝川居住経験者

など、滝川に縁のある方がいましたら、是非ご

紹介ください！

≪皆さんの投稿を募集します≫
　今後発行する「東京滝川会だより」に掲載する原稿を募集します。400字程度で、学校や職場での出来事、家
族・友人との思い出など、滝川にまつわる内容でしたら何でも結構です。また、会員皆さんの近況報告や故郷へ
の提言等も大歓迎！事務局まで郵送又はFAX、メールでお送りください！！

　

　滝川ふれ愛の里温泉→

　
　長年市民から愛され続けている市内の温泉施設
「滝川ふれ愛の里」ですが、本年の４月より施設
隣接の公園内にキャンプ場がオープンします。
　フリーキャンプはもちろん、グランピングと呼
ばれる手ぶらでのキャンプもすることができます。
滝川にお戻りの機会がございましたら、ぜひご利
用ください！！

(連絡先；滝川ふれ愛の里　0125-26-2000)

　本年２月23日に「松尾ジンギスカン赤坂店」にて開催を予定しておりました「会員家族交流会」は、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、開催を中止させていただきました。本交流会に今年も多数のお申込み

を頂いており、参加を楽しみされていた会員の皆様には大変申し訳なく思っております。

　今後も会員の皆様に楽しんで頂ける事業や企画を考えて参りますので、今後とも何卒宜しくお願いいたします。

　副会長　笹川　祐子
（株式会社イマジンプラス　代表取締役社長）

　滝川市に多大なるご貢献をいただきました 東京滝川会、名誉会長松本守様のご冥福を滝川会一同心よりお祈り申

し上げます。

　私と松本名誉会長は、滝川会の副会長、会長として、そしてもう一つはそらぷちキッズキャンプの理事として、

偶然関わり合ったご縁で親しくさせていただきました。

　そらぷちキッズキャンプは滝川の誇るべきものです。難病の子どもの自然体験型施設として、公益財団法人に認

定され、全国から難病の子どもを受けいれ、医療関係者がボランティアに訪れます。

　松本さんは国土交通省の審議官に最年少でなられたとのことで、大変優秀な官僚だったと思いますが、偉ぶるこ

とのない、志の高い方でした。「病気のこどもたちのためのキャンプ場」を作りたいと、その想いと情熱に、小児

科の権威の先生や事業家が集い、寄付金が集まり、丸加高原にキャンプが完成し、それから10年以上もこの事業が

継続されています。

　そらぷちキッズキャンプは松本さんなくして、今はありません。深い感謝と心からの哀悼の意を表して 亡き松本

守さんを偲ぶため、キャンプ場内に「まもさんをしのぶ」場所が設けられました。食堂ホールの暑寒別連峰を望む

場所に生前の写真やゆかりの品が集められています。ご関係のあった方はぜひお越しいただきたいと存じます。

　国土交通省退官後はフジテレビの役員になられ、私は何度も、滝川会、そらぷちのことで、お台場のフジテレビ

を訪問しました。道産子社長会を主催しており、松本さんのおかげで、レインボーブリッジが見えるフジテレビの

レストランで講演会を開催しました。会員のためにフジテレビのスタジオ見学や、いろいろな方をご紹介いただき、

大変面倒見の良い、温かく応援してくださる方でした。 

　東京滝川会の会長として、後半は体調を崩し会を欠席されましたが、私の報告を嬉しそうに聞いてくださり、滝

川会の皆さんが元気に集まってくれたことを大層喜んでいらっしゃいました。やさしい笑顔が今も目に焼き付いて

います。多くの人からの感謝の気持ちを持って天国で私たちを見守ってくれていますね。そらぷちや滝川会のこと

を、いつの日か天国で報告できますよう、松本さんのご遺志を忘れず貢献してまいります。ありがとうございまし

た。　　　　　


